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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

達成状況
の分析

１　現在の広報活動で一定の周知はできているが、画一的な広報活動では受講者の新規開拓にはつながらず、あいサポーター
　のなり手が年々減少しているため。
２　研修未受講法人に対し、個別に開催通知を送付する等の工夫をし、積極的な受講を促したため。
３　手話に触れてもらう人の開拓を目的に新しい市町村で開催をしており、市町村によっては人が集まりにくかったため。

主な取組

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

課　　題　　等 今後の方向性

・障がいの有無にかかわらず、誰もがお互いに人格と個性を尊重
し、共に支え合う「共生社会」を実現するためには、社会モデル
の考え方を前提として、様々な心身の障がいを正しく理解し、必
要かつ合理的な配慮を考え、社会の仕組みを変えていくことが必
要である。

・障がいのある人もない人も共に生きる社会を目指し、新
しい条例の制定とともに、障がい者に対する合理的配慮へ
の理解を広めていく。

・障がい者権利擁護(虐待防止)センターを設置し、虐待に
関する相談対応や市町村への助言等を行うとともに、施設
従事者等を対象とした障がい者虐待防止研修を実施する。

・障がい特性や必要な配慮等を理解し、手助けする「信州
あいサポート運動」や、援助や配慮が必要な方が周囲に知
らせる「ヘルプマーク」を普及拡大させる。

成果指標
設定理由

１　障がい等への理解を進めるため、信州あいサポート運動の担い手である「あいサポーター数」が過去３か年（H27∼H29）
　の平均（10,090人）以上の成果となるように成果目標を設定
２　施設従事者等が障がい者虐待防止の正しい理解と知識の習得を図るため、虐待防止研修への出席法人数の割合が過去３
　か年の水準を維持できるように成果目標を設定（平成30年度までは、平成24年度からの累計としていたが、令和元年度か
　らは過去３か年の累計とする）
３　手話やろう者に対する理解を深めるため、県民向け手話講座の参加者数について、近年の実績以上の成果となるように
　成果指標を設定
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事業の現状
・目指す姿
(予算編成時)

【現　　状】
・障がいを理由とした差別や偏見により、障がいのある人が不利益を被るなどの実態があり、障がいや障がいの
ある人に対する正しい理解が必要である。(障がいのある方の実態調査（H29）：「障がいに対して理解されてい
ない」・・・(54.0%)）
・障害者虐待防止法施行により虐待を防止するための措置が講じられた以降も虐待事案が継続して発生してい
る。
【目指す姿】
　障がいの有無にかかわらず全ての人々が、相互に理解を深め、支え合う「心のバリアフリー」を推進するとと
もに、障がいを理由とした不当な差別的取扱いや虐待を受けることがないよう、障がい者の権利を擁護する取組
を推進し、共生社会の実現を目指す。
【実施内容】
　障がい者虐待防止対策支援事業、障がい者差別解消体制整備事業、手話言語条例関連事業　など
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5-1 多様性を尊重する共生社会づくり
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□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

shogai-shien@pref.nagano.lp.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標 健康長寿

課・室

事業番号 05 09 03 事業改善シート （令和元年度実施事業分）

事　業　名 権利擁護推進事業
部局 健康福祉部

実施期間 H3

障がい者支援課

指標及びその達成状況　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト
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あいサポーター数(単年）

3

2
虐待防止研修出席法人数
の割合

目標値H30年度 R１年度

5,904人↘

71.2％↘

650人↗

68%

12,000人7,792人↘

78％↗

✓ 障がいへの理解や配慮の推進

・「長野県障がい者共生社会づくり条例（仮称）」の制定に向けた検討

・虐待防止や差別解消など、障がい者の権利擁護の推進

・障がい者への配慮を求める「信州あいサポート運動」や「ヘルプマーク」の普及

✓ 手話の普及や交流の促進

・「長野県手話言語条例」に基づく手話講座の開催

・プロスポーツチーム等と連携した手話やろう者との交流イベントの開催

「信州あいサポート運動」

「ヘルプマーク」

県民向け手話講座
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1
障がい者差別解消相談窓
口の設置

直接
障がいを理由とする差別に関する相談対応や関係機関との連絡調整等
の業務を行う行政嘱託員を配置

2
障がい者共生社会づくり
条例（仮称）の検討

直接
障がいのある人もない人も共に安心して暮らせる社会づくりに関する
新しい条例の制定に向けた検討を実施

3
障がい者差別解消に関す
る出前講座

直接
障がい者差別解消に関する出前講座を実施
【出前講座の実施：43回】

細事業
No.

細事業名
Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

3 障がい者差別解消体制整備事業
3,314 4,390

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

2
施設職員や市町村職員等
に対する障がい者虐待防
止研修

直接
施設職員等向け研修及び市町村職員向け研修を実施
【施設職員等向け研修（５回）：参加者494名、市町村職員向け研修
（２回）：参加者73名】

3
障がい者虐待防止に関す
る出前講座

直接

2
710 4,215

千円 千円
障がい者虐待防止対策支援事業

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

1
障がい者権利擁護（虐待
防止）センターの運営

直接
障がい者虐待に関する相談対応や関係機関との連絡調整等の業務を行
う行政嘱託員を配置

障がい者虐待防止に関する出前講座を実施
【出前講座の実施：34回】

障がい福祉功労者に対し社会福祉表彰を実施し、障害者週間に長野駅
及び松本駅で街頭啓発を実施
【社会福祉表彰：６名（団体）、啓発物品配布：4,000部】

障がい福祉制度の周知のための冊子「障がいのある方の自立支援のし
おり」を作成し、関係機関に配布
【冊子作成：400部】

Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

細事業名

千円
障がい福祉啓発推進事業

直接

直接

健康福祉部 課・室 障がい者支援課

細事業
No.

部局事　業　名 権利擁護推進事業

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 05 09 03 細事業一覧 （令和元年度実施事業分）

1
751 1,723

千円

Ｈ30年度
決　算

Ｒ１年度
決　算

直接

令和元年度　実施内容（実績）

障がい者に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、必要な
事項を調査審議する障がい者施策推進協議会を開催
【施策推進協議会２回、スポーツ部会２回】

細事業
No.

No.

1

2

3

実施
方法

細事業を構成する主な取組

障がい者施策推進協議会
の運営

障がい福祉の啓発活動

障がい福祉制度周知用冊
子の作成
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2
あいサポーター研修の実
施

直接

あいサポーターの募集及び信州あいサポート運動の普及を図るための
研修を実施
【あいサポーター研修：82回、あいサポートメッセンジャー研修：１
回】

3 ヘルプマークの普及 直接
市町村窓口、保健福祉事務所窓口等でヘルプマークの配付と普及を図
るための広報等を実施
【ヘルプマークの配付：4,480個】

3 ろう者の相談体制の整備 委託
ろう者の相談・支援の機会を確保するため、ろう者相談員を設置
【相談件数：292件】

細事業
No.

細事業名
Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

4 信州あいサポート運動推進事業
8,987 7,754

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

1
信州あいサポート推進員
の配置

直接 信州あいサポート運動を推進するため行政嘱託員を配置

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

1 手話の理解促進 委託
手話及びろう者の理解促進と手話の普及のため、プロスポーツ団体
（バスケットボール・サッカー）と協働した啓発イベントを開催

2 手話の普及啓発 直接

県民の手話取得や手話を通じた交流を推進するため、手話講座の開催
や手話サークルの交流活動等へ補助
【手話講座：67回（お出かけ24回、県民向け40回、市町村向け３
回）、手話サークル補助：４件】

細事業
No.

細事業名
Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

5 手話言語条例関連事業
3,125 3,974

千円 千円

障がい者の現状・課題や多様なニーズの把握及び障がい者の自立と社
会参加、理解促進のための啓発活動等を実施

6
千円

細事業
No.

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

1
障がい者社会参加推進セ
ンターの設置

委託

6,084 5,542

千円

Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

細事業名

障がい者社会参加推進センター設置事業
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